


    
    


    




    こんな人間でも
    昼からビール、昼寝、妄想、やる気なんてまるでない。
そんな『生きていてもいいかしら日記』のキミコ。
うん、似てる。


大学を卒業して4月に正社員になり6月末に退社。でもって今はちまちまと稼ぐだけで満足していて、寝てばかり。
そんな私と。




辞めてすぐは、みんな優しいのね。
でもぐうたらフリーター生活が半年と続くと、「なにやってんの。」ってあきられるようになる。
兄は世渡り上手だから、私のことを軽蔑しているのだろう。親にも迷惑かけてるのはわかってる。年頃の娘が、食っちゃ寝してぶくぶく太っていくのを目の当たりにしてるし。
ともだちはそれぞれ一生懸命で忙しいらしい。
私だって・・・やりたいことはあるけれど、上手くいかない。
そうこうしてるうちに、自分を責めるようになった。


「生きてたってしょうがないじゃない。」




そんなときに見つけたのがこの本で、心底ほっとした。


世の中「自ら命を捨ててはなりませぬ。なぜならあなたは生かされてうんぬんかんぬん」と崇高な思想を訴える本はいくらでもある。「価値のある人間なのだから生きてください」って？そんなもんはね、薄っぺらにしか見えないんですよ。
私はナマケモノで、こわがりで、ひねくれものなの。


だから「こんな人間でも生きている。」がリアル。
弱いし、おばかさんだし、ひどいことだってする。それでも、愛おしい。
それが、人間でしょ。




たとえまわりから「ダメなやつ」と言われても、私は私だもの～。


気持ちがゆる～くなった読後の昼下がり。


さて、と、もうひと眠りしよ。






    奥付
    



こんな人間でも


http://p.booklog.jp/book/48145
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